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18.7億円

【10.7％】

116.4.億円

【66.6%】

39.2億円

【22.4％】

１７４．７億円（億単位）

⇒対前年度▲８億円（▲4.4％）歳出も同額

【 】は構成割合

0.3億円

【0.2％】

保険料 対前年度▲２．７億円（▲6.4％）

被保険者数の減少により減

県支出金 対前年５．６億円減（▲4.6％）

被保険者減少に基づく医療費の減による交付金

減少により減

繰入金 対前年度０.４億円増（2.2％）

基金からの繰入１．４億の増額及び職員給与の増

額により増

歳 入

1.5億円

【0.9％】

0.2億円

【0.1％】

57.4億円

【32.8%】

112.9億円

【64.5％】

2.7憶円
【1.5％】

総務費 対前年度０．３億円（12.6％）

保険証更新があるため増

保険給付費 対前年度▲６．７億円

（▲5.6％）被保険者数の減少により減

保健事業費 対前年度▲０.３億円（▲16.2％）

被保険者数の減少により減

その他の支出（基金積立他）

対前年度▲１．５億円（▲８７．６％）
平成30年度制度改正により交付金返納が

なくなったこと及び予備費の減額により減

歳 出

１７４．７億円（億単位）

納付金 被保険者は減少しているが、前

期高齢者交付金精算などにより対前年度

０.２億円増（0.4％）

諸収入 対前年度０．０４億円減（▲1.0％）

被保険者減に伴う延滞金及び雑入の減により減

【 】は構成割合


